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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的及び調査方法等 

（１）調査目的 

現行の「第 3 期子ども・子育て支援事業計画」に加え、支援対象をこどもや若者世代へと拡充し「富良野

市こども計画」を策定し、こどもや子育て当事者、子育て支援団体等を総合的に支援する体制づくりのための

基礎調査として、アンケート調査を実施しました。 

 

（２）調査対象及び調査方法、回収結果 

 

項 目 内 容 

調査対象 市内の高校に通う１～３年生 

調査方法 WEB 回答 

調査時期 令和７年 12 月 

調査地区 富良野市内全域 

配付数 460 票 

有効回収数 378 票 

有効回収率 82.2％ 

 

２ 本調査報告書の基本的な事項 

（１）数値の基本的な取り扱いについて 

① 比率はすべて百分率（％）で表し、小数第２位を四捨五入して算出しています。従って、合計が

100％を上下する場合もあります。 

② 各設問のグラフの母集団の総数は、“ｎ＝○○○”として掲載し、各比率はｎを 100％として算出し

ています。 

③ 回答者が複数の選択肢を回答できる設問については、各回答の合計比率が 100％を超える場合が

あります。 

④ 文中、グラフ中の選択肢の文言は、一部簡略化しています。 

⑤ 属性別の集計結果であるクロス集計表を掲載していますが、属性別の回答状況により回答者数が

少なく、統計的有意性の低い集計結果も含まれるため、あくまで参考データとなります。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 居住地域について 

（１）居住地 

回答者の居住地は、「富良野市」（59.3％）、「富良野市以外」（26.2％）となっています。 

 
 

２ 本人と家庭の状況について 

 

（１）学年 

回答者の学年は、「高校２年生」（35.7％）、「高校３年生」（32.3％）、「高校１年生」（32.0％）

の順となっています。 

 
 

（２）性別 

回答者の性別構成は、「女性」（50.5％）、「男性」（48.4％）となっています。 

 

 

 

 

59.3

26.2

14.6

0 20 40 60 80

富良野市

富良野市以外

無回答

n=378
（%）

32.0

35.7

32.3

0.0

0 10 20 30 40

高校１年生

高校２年生

高校３年生

無回答

n=378
（%）

48.4

50.5

0.8

0.3

0 10 20 30 40 50 60

男性

女性

その他・答えたくない

無回答

n=378
（%）
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（３）同居している人 

同居している人については、「母」（94.2％）が第１位、次いで「父」（79.6％）、「きょうだい」

（63.2％）、「祖父母」（18.5％）、「その他親族」（1.6％）などの順となっています。 

 

■同居している人（全体）■ 

 
 

 

■同居している人（居住地・学年・性別、一位の数値に網掛け）■ 

 

94.2

79.6

63.2

18.5

1.6

2.4

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

母

父

きょうだい

祖父母

その他親族

その他

同居している人はいない（単身世帯）

無回答

n=378
（%）

合計 父 母 きょうだ
い

祖父母 その他親
族

その他 同居してい
る人はいな
い（単身世
帯）

無回答

378 301 356 239 70 6 9 0 0

100.0% 79.6% 94.2% 63.2% 18.5% 1.6% 2.4% 0.0% 0.0%

224 175 209 138 41 5 6 0 0

100.0% 78.1% 93.3% 61.6% 18.3% 2.2% 2.7% 0.0% 0.0%

99 87 96 70 23 1 1 0 0

100.0% 87.9% 97.0% 70.7% 23.2% 1.0% 1.0% 0.0% 0.0%

121 100 113 80 24 2 5 0 0

100.0% 82.6% 93.4% 66.1% 19.8% 1.7% 4.1% 0.0% 0.0%

135 105 127 86 22 3 2 0 0

100.0% 77.8% 94.1% 63.7% 16.3% 2.2% 1.5% 0.0% 0.0%

122 96 116 73 24 1 2 0 0

100.0% 78.7% 95.1% 59.8% 19.7% 0.8% 1.6% 0.0% 0.0%

183 150 172 111 38 3 4 0 0

100.0% 82.0% 94.0% 60.7% 20.8% 1.6% 2.2% 0.0% 0.0%

191 148 180 124 32 3 5 0 0

100.0% 77.5% 94.2% 64.9% 16.8% 1.6% 2.6% 0.0% 0.0%

3 2 3 3 0 0 0 0 0
100.0% 66.7% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

問4 同居している人

全体
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（４）生活水準について 

回答者の生活水準については、「生活水準が標準くらいだと思う」（67.5％）が最も多く、以下「生活水

準がやや高いと思う」（17.7％）、「生活水準がやや低いと思う」（7.4％）、「生活水準が高いと思う」

（6.6％）、「生活水準が低いと思う」は 0.5％となっています。 

また、「生活水準が高いと思う」と「生活水準がやや高いと思う」をあわせた“高いと思う”は 24.3％、「生活

水準がやや低いと思う」と「生活水準が低いと思う」をあわせた“低いと思う”は 7.9％となっています。 

 

■生活水準について（居住地・学年・性別）■ 

 
 

 

6.6

5.4

9.1

5.0

5.2

9.8

8.2

4.2

33.3

17.7

18.3

17.2

19.8

18.5

14.8

19.7

16.2

0.0

67.5

69.6

63.6

71.1

65.2

66.4

64.5

71.2

33.3

7.4

5.8

9.1

4.1

11.1

6.6

6.0

8.4

33.3

0.5

0.4

1.0

0.0

0.0

1.6

1.1

0.0

0.0

0.3

0.4

0.0

0.0

0.0

0.8

0.5

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=378）

富良野市（n=224）

富良野市以外（n=99）

高校１年生（n=121）

高校２年生（n=135）

高校３年生（n=122）

男性（n=183）

女性（n=191）

その他・答えたくない（n=3）

居
住

地
区

学
年

性
別

生活水準が高いと思う 生活水準がやや高いと思う 生活水準が標準くらいだと思う

生活水準がやや低いと思う 生活水準が低いと思う 無回答

居

住

地

学

年

性

別
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３ 日頃の意識と生活について 

（１）自分自身について 

問６ あなた自身について、次のことがどのくらいあてはまりますか。次の(1)~(15)の項目について、あなたの考え

にもっとも近いものに○をつけてください。（それぞれあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“あてはまる”は、「自分の親から愛されていると思う」が９割台半ばを占めている。 

 

自分自身について、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」をあわせた“あてはまる”は、「自分の親から

愛されていると思う」（95.0％）が最も多く、以下「自分には自分らしさというものがあると思う」（91.0％）、

「努力すれば希望する職業につくことができる」（88.3％）、「人生で起こることは自分に原因があると思う」

（86.3％）、「今の自分を変えたいと思う」（80.9％）などとなっています。 

 

■自分自身について（全体）■ 

 

48.7

19.3

43.9

24.6

48.9

26.2

38.9

36.2

17.7

16.9

61.1

17.2

22.2

13.2

13.2

42.3

38.4

37.0

47.1

39.4

43.9

47.4

33.6

35.7

53.4

33.9

45.2

41.5

30.4

30.7

8.5

30.2

14.6

22.2

8.5

24.9

10.8

20.9

33.6

23.5

3.7

31.0

29.9

39.4

40.7

0.5

11.9

4.0

5.6

2.9

4.8

2.6

9.0

12.7

5.8

1.1

6.3

6.1

16.7

14.8

0.0

0.3

0.5

0.5

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 自分には自分らしさというものがあると思う

(2) 自分の欲しいものをがまんすることが苦手だ

(3) 今の自分を変えたいと思う

(4) 将来よりも今の生活を楽しみたい

(5) 努力すれば希望する職業につくことができる

(6) 自分の将来は運や    によって決まると思う

(7) 人生で起こることは自分に原因があると思う

(8) 迷惑がかからない限りどんな考えや行動をとろうが自由だ

(9) 今の自分が好きだ

(10) 他人と同じことをしていると安心だ

(11) 自分の親から愛されていると思う

(12) うまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む

(13) 自分の考えをはっきり相手に伝えることができる

(14) 自分自身に満足している

(15) 自分は役に立たないと強く感じる

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

全体（n=378）
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（２）幸福感尺度 

問７ 次の文章について、あなたにもっともふさわしいと思う数字を１～７の中から選んでください。 

（１つを選択） 

▼ 

結果概要  

「５点」が３割弱を占める。 

 

「全般的にみて、わたしは自分のことを（  ）であると考えている」 

 

幸福感尺度については「５点」（26.7％）、「４点」（19.3％）、「６点」（16.4％）、「７点」

（16.4％）、「３点」（10.1％）、「２点」（4.2％）、「１点」（1.3％）となっています。 

 

■幸福感尺度（居住地・学年・性別）■ 

 

1.3

0.9

1.0

2.5

0.7

0.8

1.1

1.0

33.3

4.2

4.0

6.1

5.0

5.2

2.5

4.9

3.7

0.0

10.1

8.9

10.1

9.9

11.9

8.2

7.7

12.6

0.0

19.3

18.3

20.2

21.5

14.8

22.1

18.6

19.9

0.0

26.7

29.5

21.2

24.0

29.6

26.2

27.3

26.7

0.0

16.4

16.5

16.2

17.4

17.0

14.8

16.9

16.2

0.0

16.4

15.2

20.2

15.7

15.6

18.0

17.5

15.2

33.3

5.6

6.7

5.1

4.1

5.2

7.4

6.0

4.7

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=378）

富良野市（n=224）

富良野市以外（n=99）

高校１年生（n=121）

高校２年生（n=135）

高校３年生（n=122）

男性（n=183）

女性（n=191）

その他・答えたくない（n=3）

居
住

地
区

学
年

性
別

１点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 無回答

居

住

地

学

年

性

別

非常に幸福

な人間 

非常に不幸

な人間 

1       2       3       4       5       6       7 

 

※「日本版主観的幸福感尺度」をもとに簡素化した質問項目を使用しています。 
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（３）自分にとっての居場所 

問８ 次の(1)～(10)の場所は、今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、居心地の良い場所）になって

いますか。あなたの考えにもっとも近いものを選択してください。（それぞれあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“そう思う”は、「自分の部屋」が９割強を占める。 

 

自分にとっての居場所については、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”は、「自分の

部屋」（92.6％）が最も多く、以下「家庭」（86.8％）、「インターネット空間」（70.4％）、「学校」

（63.2％）などとなっています。 

 

■自分にとっての居場所（全体）■ 

 
 

75.4

54.0

18.5

11.4

11.9

30.7

22.8

13.5

10.1

8.5

17.2

32.8

44.7

23.5

36.2

39.7

36.5

35.4

18.8

3.7

1.6

6.3

21.4

13.2

22.2

12.4

17.2

24.1

20.6

2.4

2.1

4.2

12.2

14.0

14.8

9.5

11.4

16.7

28.0

3.4

2.9

2.1

2.1

36.8

14.0

6.9

11.4

9.3

21.7

38.6

0.8

0.5

1.1

1.1

0.8

0.8

0.8

1.1

0.8

43.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 自分の部屋

(2) 家庭（親戚の家を含む）

(3) 学校

(4) アルバイト先

(5) 地域

(6) インターネット空間

(7) 友人の家

(8) 食店

(9) AIとの対話

(10) その他

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない あてはまるものはないわからない 無回答

全体（n=378）
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（４）良いと思う居場所 

問 8-1 あなたにとって、どのような居場所があれば良いと思いますか。（自由記述） 

▼ 

 

良いと思う居場所については、以下の通りとなっています。(全文は別紙参照) 

 

抜粋※原文のまま 

⚫ 自分の好きなことができる居場所 

⚫ 個々が安心して過ごせる場所 

⚫ 自由にできる場所 

⚫ 静かでプライベートが邪魔されない空間 

⚫ 落ち着くことができる場所 

⚫ 自分が自分らしく、素でいられる居場所 

⚫ 一人で誰かの邪魔にならない空気が綺麗な場所 

⚫ 何も気にすることがない、ゆったりとできる空間 

⚫ 飲食可能な自習スペース 

⚫ 自分のすべてを認めてくれる居場所 

⚫ 誰でも気軽に入れる施設 

⚫ ストレスなく気楽にいれる場所 

⚫ 周りの視線を感じない 

⚫ 屋根のある公園のような広々とした広い空間 

⚫ 夜 9 時くらいまで勉強できるとこ 

⚫ 1 人で静かになれる場所 

⚫ 悩み事などがあるときに相談する相手がたくさんいてくれるところのままでいられる 

⚫ 自分の部屋あれば十分 

⚫ 気を遣わないで暮らせる安心できる場所 

⚫ 誰にも入ることが出来ない自分だけの部屋 

⚫ フリーの個室 

⚫ 空気がきれいで雑音がなくて、仕事や勉強に集中できる場所。 

⚫ 他人の目をきにせずいきられる場所 

⚫ 安心出来る場所 

⚫ 何もしなくてもいれる空間 

⚫ 自分を受け入れてくれる環境 

⚫ ありのままの自分でいられる空間があればいいなと思います。 

⚫ 過ごしていて自分の心がすり減らない場所 
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（５）感じ方の頻度 

問９ 以下の(1)~(4)の項目について、あなたはどれくらいの頻度で感じていますか。 

次の(1)~(4)の項目について、あなたの考えにもっとも近いものを選択してください。 

（それぞれあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“ある”は、「取り残されていると感じることがある」が４割台半ばを占める。 

 

感じ方の頻度については、「時々ある」と「常にある」をあわせた“ある”は、「取り残されていると感じることがあ

る」（45.0％）が最も多く、以下「他の人たちから孤立していると感じることがある」（38.1％）、「人とのつ

きあいがないと感じることがある」（36.0％）、「孤独であると感じることがある」（35.2％）となっています。 

 

■感じ方の頻度（全体）■ 

25.7

16.7

23.8

25.9

38.4

38.4

37.8

38.4

32.0

40.5

33.3

31.0

4.0

4.5

4.8

4.2

0.0

0.0

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 人とのつきあいがないと感じることがある

(2) 取り残されていると感じることがある

(3) 他の人たちから孤立していると感じることがある

(4) 孤独であると感じることがある

全くない ほとんどない 時々ある 常にある 無回答

全体（n=378）
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４ 他者との関わりについて 

（１）家族・親せきとの関わり 

問 10 家族・親せきとあなたの関わりは、どのようなものですか。次の(1)~(7)の項目について、あなたの考えに

もっとも近いものを選択してください。（それぞれあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“そう思う”は、「楽しく話せるときがある」が９割台半ばを占める。 

 

家族・親せきとの関わりについては、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”は、「楽しく

話せる時がある」（95.7％）が最も多く、以下「こまったときは助けてくれる」（95.6％）、「いつもつながりを

感じている」（84.4％）などとなっています。 

 

■家族・親せきとの関わり（全体）■ 

 
 

41.5

37.6

71.4

64.6

33.3

46.0

5.8

38.6

34.7

24.3

31.0

36.8

38.4

10.1

14.8

16.9

2.9

2.9

16.1

11.1

20.9

4.8

10.6

1.1

1.3

13.5

4.2

62.7

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 会話やメール等をよくしている

(2) 何でも悩みを相談できる人がいる

(3) 楽しく話せる時がある

(4) こまったときは助けてくれる

(5) 他の人には言えない本音を話せることがある

(6) いつもつながりを感じている

(7) 関わりたくないので関わっていない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

全体（n=378）
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（２）学校の友人との関わり 

問 11 学校で出会った友人（現在通っている学校の友人、かつての同窓生など）と、あなたの現在の関わり

は、どのようなものですか。次の(1)~(7)の項目について、あなたの考えにもっとも近いものを選択してくだ

さい。（それぞれあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“そう思う”は、「楽しく話せる時がある」が最も多い。 

 

学校の友人との関わりについては、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”は、「楽しく

話せる時がある」（96.3％）が最も多く、以下「こまったときは助けてくれる」（92.9％）、「会話やメール等

をよくしている」（85.4％）などとなっています。 

 

■学校の友人との関わり（全体）■ 

 
 

55.0

45.8

79.1

60.6

36.0

41.0

4.8

30.4

31.2

17.2

32.3

39.4

38.6

5.8

11.6

15.1

2.9

6.3

14.3

15.9

19.6

2.6

7.7

0.5

0.5

10.1

3.7

68.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 会話やメール等をよくしている

(2) 何でも悩みを相談できる人がいる

(3) 楽しく話せる時がある

(4) こまったときは助けてくれる

(5) 他の人には言えない本音を話せることがある

(6) いつもつながりを感じている

(7) 関わりたくないので関わっていない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

全体（n=378）
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（３）地域の人との関わり 

問 12 地域の人（近所の人、町内会などの知人、地域活動での知人など）とあなたの関わりは、どのようなも

のですか。次の(1)~(7)の項目について、あなたの考えにもっとも近いものを選択してください。（それぞ

れあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“そう思う”は、「こまったときは助けてくれる」が４割台半ばを占める。 

 

地域の人との関わりについては、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”は、「こまったと

きは助けてくれる」（45.0％）が最も多く、以下「楽しく話せる時がある」（39.9％）、「会話やメール等をよ

くしている」（10.9％）などとなっています。 

 

■地域の人との関わり（全体）■ 

 
 

2.4

2.9

8.7

10.6

4.5

5.3

9.0

8.5

7.7

31.2

34.4

5.3

14.6

14.8

20.1

17.5

17.2

19.0

18.0

29.1

27.2

68.5

71.2

41.8

35.2

71.7

50.5

47.6

0.5

0.8

1.1

0.8

0.5

0.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 会話やメール等をよくしている

(2) 何でも悩みを相談できる人がいる

(3) 楽しく話せる時がある

(4) こまったときは助けてくれる

(5) 他の人には言えない本音を話せることがある

(6) いつもつながりを感じている

(7) 関わりたくないので関わっていない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

全体（n=378）
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（４）インターネット上の関わり 

問 13 インターネット（SNS、オンラインゲーム等を含む）上における人やグループ（実際には会ったことがなかっ

たり、または、何回か会ったことはあっても、基本的にはインターネット中心の付き合いの人やグループ）と

あなたの関わりは、どのようなものですか。次の(1)~(7)の項目について、あなたの考えにもっとも近いも

のを選択してください。（それぞれあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“そう思う”は、「楽しく話せる時がある」が約４割を占める。 

 

インターネット上の関わりについては、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”は、「楽しく

話せる時がある」（40.7％）が最も多く、以下「会話やメール等をよくしている」（28.8％）、「こまったときは

助けてくれる」（27.5％）などとなっています。 

 

■インターネット上の関わり（全体）■ 

 
 

 

13.2

9.3

21.4

10.8

9.5

8.7

19.6

15.6

13.0

19.3

16.7

12.7

14.3

18.5

16.1

14.3

14.6

14.6

15.1

14.6

18.3

54.0

62.4

43.9

56.9

61.6

61.1

41.5

1.1

1.1

0.8

1.1

1.1

1.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 会話やメール等をよくしている

(2) 何でも悩みを相談できる人がいる

(3) 楽しく話せる時がある

(4) こまったときは助けてくれる

(5) 他の人には言えない本音を話せることがある

(6) いつもつながりを感じている

(7) 関わりたくないので関わっていない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

全体（n=378）
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（５）他の人と付き合う時 

問 14 あなたは、他の人と付き合う時、次のようなことがどのくらいあてはまりますか。 

次の(1)~(8)の項目について、あなたの考えにもっとも近いものを選択してください。 

（それぞれあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“あてはまる”は、「表情やしぐさで相手の思っていることがわかる」が８割強を占める。 

 

他の人と付き合う時について、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」をあわせた“あてはまる”は、「表情

やしぐさで相手の思っていることがわかる」（82.6％）が最も多く、以下「その場に合った行動がとれる」

（81.8％）、「気持ちを抑えようとしても、顔に出てしまう」（73.0％）などとなっています。 

 

■他の人と付き合う時（全体）■ 

 
 

 

 

22.5

34.7

23.5

27.8

35.4

33.9

4.5

9.8

41.5

47.9

35.7

54.0

35.7

39.2

10.3

26.5

28.8

13.8

32.5

15.1

24.6

18.0

34.7

41.5

6.3

2.9

7.4

2.1

3.4

7.9

49.7

21.2

0.8

0.8

0.8

1.1

0.8

1.1

0.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 誰とでもすぐ仲良くなれる

(2) 表情やしぐさで相手の思っていることがわかる

(3) 親しい人に頼まれてもやりたくないことは断る

(4) その場に合った行動がとれる

(5) 表情が豊かである

(6) 気持ちを抑えようとしても、顔に出てしまう

(7) 人にぶつかっても、あやまらないことがある

(8) 本音を話せず苦しい、自分の考えを話せない

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

全体（n=378）
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（６）社会のために役立つことをしたいと思うか 

問 15 あなたは、「社会のために役立つことをしたい」と思いますか。（１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“そう思う”は、９割弱を占める。 

 

社会のために役立つことをしたいと思うかについては、「どちらかといえば、そう思う」（46.8％）が最も多く、

以下「そう思う」（39.7％）、「どちらかといえば、そう思わない」（9.5％）、「そう思わない」（3.2％）とな

っています。 

また、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”は、86.5％となっています。 

 

■社会のために役立つことをしたいと思うか（居住地・学年・性別）■ 

 
 

 

39.7

38.8

42.4

30.6

41.5

46.7

38.3

40.8

66.7

46.8

47.8

43.4

55.4

48.9

36.1

44.8

49.2

33.3

9.5

10.7

8.1

11.6

5.9

11.5

10.9

7.9

0.0

3.2

2.7

4.0

2.5

3.7

3.3

4.4

2.1

0.0

0.8

0.0

2.0

0.0

0.0

2.5

1.6

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=378）

富良野市（n=224）

富良野市以外（n=99）

高校１年生（n=121）

高校２年生（n=135）

高校３年生（n=122）

男性（n=183）

女性（n=191）

その他・答えたくない（n=3）

居
住

地
区

学
年

性
別

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない そう思わない 無回答

居

住

地

区

学

年

性

別
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５ 自身の将来像について 

（１）将来について明るい希望を持っているか 

問 16 あなたは、自分の将来について明るい希望を持っていますか。（１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“希望がある”は、約８割を占める。 

 

将来について明るい希望を持っているかについては、「どちらかといえば希望がある」（44.7％）が最も多く、

以下「希望がある」（34.7％）、「どちらかといえば希望がない」（14.6％）、「希望がない」（5.0％）とな

っています。 

また、「希望がある」と「どちらかといえば希望がある」をあわせた“希望がある”は、79.4％となっています。 

学年別でみると、学年が上がるにつれて“希望がある”の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

■将来について明るい希望を持っているか（居住地、学年、性別）■ 

 
 

34.7

36.6

32.3

32.2

30.4

41.8

39.9

29.3

66.7

44.7

42.9

49.5

45.5

48.9

39.3

41.0

49.2

0.0

14.6

15.2

10.1

14.9

17.0

11.5

10.9

17.8

0.0

5.0

4.9

6.1

7.4

3.7

4.1

6.0

3.7

33.3

1.1

0.4

2.0

0.0

0.0

3.3

2.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=378）

富良野市（n=224）

富良野市以外（n=99）

高校１年生（n=121）

高校２年生（n=135）

高校３年生（n=122）

男性（n=183）

女性（n=191）

その他・答えたくない（n=3）

居
住

地
学

年
性

別

希望がある どちらかといえば希望がある どちらかといえば希望がない 希望がない 無回答

居

住

地

学

年

性

別
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（２）20年後の自分 

問 17 あなたは 20 年後、どのようになっていると思いますか。次の(1)~(12)の項目について、あなたの考えにも

っとも近いものを選択してください。（それぞれあてはまるもの１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“そう思う”は、「親を大切にしている」が９割を占める。 

 

20 年後の自分については、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”は、「親を大切にし

ている」（90.0％）が最も多く、以下「幸せになっている」（85.2％）、「自由にのんびり暮らしている」

（77.0％）などとなっています。 

 

■20年後の自分（居住地、学年、性別）■ 

 
 

12.4

34.9

7.1

21.4

6.1

23.0

51.9

44.2

29.1

20.9

34.4

23.5

25.1

42.1

7.9

37.6

7.4

34.4

38.1

41.0

29.9

30.4

37.6

23.3

48.1

16.4

32.0

27.5

30.2

25.1

7.1

9.8

23.5

33.1

15.3

24.1

13.5

5.8

51.9

12.7

55.6

16.7

2.1

4.2

16.7

14.8

11.6

27.0

0.8

0.8

1.1

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

1.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) お金持ちになっている

(2) 自由にのんびり暮らしている

(3) 世界で活躍している

(4) 多くの人の役に立っている

(5) 有名になっている

(6) こどもを育てている

(7) 親を大切にしている

(8) 幸せになっている

(9) 結婚している

(10) 出世している

(11) 仲間と仲良く暮らしている

(12) 将来の展望が見えないので分からない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

全体（n=378）
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６ 普段の活動について 

（１）普段家で時間を使っていること 

問 18 普段、家（暮らしている場所）にいるときは、どんなことに時間を使っていますか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

▼ 

結果概要  

「インターネットを利用する」が第１位となっている。 

 

普段家で時間を使っていることについては、「インターネットを利用する」（80.4％）が第１位、次いで「ゲ

ームをする」（66.9％）、「テレビを見る」（52.1％）、「勉強をする」（37.8％）、「アルバイト」

（35.4％）、家事をする」（22.2％）、「本を読む」（19.3％）などの順となっています。 

性別でみると、男性では「ゲームをする」、女性では「インターネットを利用する」が第１位となっています。 

 

■普段家で時間を使っていること（全体）■ 

 
 

80.4

66.9

52.1

37.8

35.4

22.2

19.3

3.2

2.9

2.1

1.3

8.5

1.3

0 20 40 60 80 100

インターネットを利用する

ゲームをする

テレビを見る

勉強をする

アルバイト

家事をする

本を読む

ラジオを聴く

育児をする

新聞を読む

家族の介護・看護をする

その他

無回答

n=378
（%）
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■普段家で時間を使っていること（居住地・学年・性別、一位の数値に網掛け）■ 

 

合計 テレビを
見る

ラジオを
聴く

本を読む 新聞を読
む

ゲームを
する

勉強をす
る

アルバイ
ト

家事をす
る

378 197 12 73 8 253 143 134 84

100.0% 52.1% 3.2% 19.3% 2.1% 66.9% 37.8% 35.4% 22.2%

224 112 7 41 3 149 89 80 45

100.0% 50.0% 3.1% 18.3% 1.3% 66.5% 39.7% 35.7% 20.1%

99 58 4 18 3 68 32 32 23

100.0% 58.6% 4.0% 18.2% 3.0% 68.7% 32.3% 32.3% 23.2%

121 73 2 26 2 86 48 39 22

100.0% 60.3% 1.7% 21.5% 1.7% 71.1% 39.7% 32.2% 18.2%

135 68 5 24 3 91 52 52 32

100.0% 50.4% 3.7% 17.8% 2.2% 67.4% 38.5% 38.5% 23.7%

122 56 5 23 3 76 43 43 30

100.0% 45.9% 4.1% 18.9% 2.5% 62.3% 35.2% 35.2% 24.6%

183 82 5 36 7 152 69 53 38

100.0% 44.8% 2.7% 19.7% 3.8% 83.1% 37.7% 29.0% 20.8%

191 112 7 36 1 97 73 79 44

100.0% 58.6% 3.7% 18.8% 0.5% 50.8% 38.2% 41.4% 23.0%

3 3 0 1 0 3 1 1 2
100.0% 100.0% 0.0% 33.3% 0.0% 100.0% 33.3% 33.3% 66.7%

合計 育児をす
る

家族の介
護・看護
をする

インター
ネットを
利用する

その他 無回答

378 11 5 304 32 5

100.0% 2.9% 1.3% 80.4% 8.5% 1.3%

224 5 4 177 17 2

100.0% 2.2% 1.8% 79.0% 7.6% 0.9%

99 5 0 79 14 2

100.0% 5.1% 0.0% 79.8% 14.1% 2.0%

121 2 1 98 14 1

100.0% 1.7% 0.8% 81.0% 11.6% 0.8%

135 5 1 112 13 0

100.0% 3.7% 0.7% 83.0% 9.6% 0.0%

122 4 3 94 5 4

100.0% 3.3% 2.5% 77.0% 4.1% 3.3%

183 7 5 131 17 4

100.0% 3.8% 2.7% 71.6% 9.3% 2.2%

191 4 0 170 15 1

100.0% 2.1% 0.0% 89.0% 7.9% 0.5%

3 0 0 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0%

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

問18

全体

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

問18 普段家で時間を使っていること

全体
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７ 日常生活等を円滑に送ることができなかった経験について 

（１）社会生活や日常生活が円滑に送れない状況 

問 19 あなたは今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験がありましたか。 

または、現在、社会生活や日常生活を円滑に送れていない状況がありますか。 

最もあてはまるものを選んでください。（１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“あった（ある）”は４割強を占める。 

 

社会生活や日常生活が円滑に送れない状況については「どちらかといえば、あった（ある）」（28.0％）

が最も多く、以下「どちらかといえば、なかった（ない）」（21.7％）、「なかった（ない）」（21.2％）、「今

までに経験があった（または、現在ある）」（14.8％）となっています。また、「今までに経験があった（または、

現在ある）」と「どちらかといえば、あった（ある）」をあわせた“あった（ある）”は 42.8％、「どちらかといえば、

なかった（ない）」と「なかった（ない）」をあわせた“なかった（ない）”は 42.９％となっています。 

なお、「わからない、答えられない」は 13.2％でした。 

学年別でみると、学年が上がるにつれて“あった（ある）”の割合が高くなる傾向がみられます。 
 

■社会生活や日常生活が円滑に送れない状況（居住地・学年・性別）■ 

 

14.8

12.9

17.2

11.6

17.0

15.6

16.4

13.6

0.0

28.0

27.2

27.3

23.1

25.9

35.2

28.4

28.3

0.0

21.7

21.0

25.3

21.5

24.4

18.9

20.2

23.0

0.0

21.2

21.9

16.2

25.6

19.3

18.9

23.0

19.9

0.0

13.2

16.1

12.1

18.2

12.6

9.0

10.4

14.7

100.0

1.1

0.9

2.0

0.0

0.7

2.5

1.6

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=378）

富良野市（n=224）

富良野市以外（n=99）

高校１年生（n=121）

高校２年生（n=135）

高校３年生（n=122）

男性（n=183）

女性（n=191）

その他・答えたくない（n=3）

居
住
地

区
学
年

性
別

今までに経験があった（または、現在ある） どちらかといえば、あった（ある）

どちらかといえば、なかった（ない） なかった（ない）

わからない、答えられない 無回答

居

住

地

学

年

性

別
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（２）その状態が改善した経験 

問 19-1 は、問 19 で「１」または「２」に○をつけた方（社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった

経験がある方）に伺います。（それ以外の方は、問 30 にお進みください。） 

問 19-1 あなたは今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった状態が改善した経験があり

ましたか。最もあてはまるものを選んでください。（１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“あった”は約 8割を占める。 

 

その状態が改善した経験については「どちらかといえば、あった」（43.2％）が最も多く、以下「あった」

（35.8％）、「どちらかといえば、なかった」（8.0％）、「なかった」（4.3％）となっています。 

また、「あった」と「どちらかといえばあった」をあわせた“あった”は 79.0％となっています。 

 

■その状態が改善した経験（居住地・学年・性別）■ 

 

35.8

33.3

36.4

28.6

36.2

40.3

46.3

25.0

0.0

43.2

43.3

47.7

47.6

37.9

45.2

36.6

50.0

0.0

8.0

7.8

6.8

7.1

13.8

3.2

6.1

10.0

0.0

4.3

5.6

2.3

7.1

3.4

3.2

2.4

6.3

0.0

8.0

8.9

6.8

7.1

8.6

8.1

7.3

8.8

0.0

0.6

1.1

0.0

2.4

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=162）

富良野市（n=90）

富良野市以外（n=44）

高校１年生（n=42）

高校２年生（n=58）

高校３年生（n=62）

男性（n=82）

女性（n=80）

その他・答えたくない（n=03）

居
住
地
区

学
年

性
別

あった どちらかといえば、あった どちらかといえば、なかった なかった わからない 無回答

居

住

地

学

年

性

別
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（３）その状態が改善したきっかけや役立ったこと 

問 19-1 で、「１」または「２」を選択した方（改善した経験がある方）に伺います。 

問 19-2 社会生活や日常生活を円滑に送ることができない状態が改善したきっかけや改善に役立ったことは何

だと思いますか。（あてはまるものすべてを選択） 

▼ 

結果概要  

「家族や親せきの助け」が第 1位となっている。 

 

その状態が改善したきっかけや役立ったことについては、「家族や親せきの助け」（47.5％）が第１位、次

いで「友人の助け」（44.4％）、「時間がたって状況が変化したこと」（34.0％）、「自分の努力で乗りこえ

たこと」（29.0％）、「学校の先生に相談したこと」（20.4％）、「趣味の活動に参加したこと」

（13.0％）、「病院に行って相談したこと」（9.3％）、「学校にいる専門家に相談したこと」（4.9％）など

の順となっています。 

 

■その状態が改善したきっかけや役立ったこと（全体）■ 

 
 

47.5

44.4

34.0

29.0

20.4

13.0

9.3

4.9

3.7

3.1

1.9

1.2

0.6

3.7

1.9

21.6

0 10 20 30 40 50

家族や親せきの助け

友人の助け

時間がたって状況が変化したこと

自分の努力で乗りこえたこと

学校の先生に相談したこと

趣味の活動に参加したこと

病院に行って相談したこと

学校にいる専門家に相談したこと

SNSやメール相談などを利用したこと

同じような経験をした人に話してみたこと

相談できる場所に行って相談したこと

地域の人の助け

電話相談を利用したこと

その他

わからない、答えられない

無回答

非該当

n=162

（%）



 

23 

 

■その状態が改善したきっかけや役立ったこと（居住地・学年・性別、一位の数値に網掛け）■ 

 

合計 家族や親
せきの助
け

友人の助
け

学校の先
生に相談
したこと

学校にい
る専門家
に相談し
たこと

地域の人
の助け

病院に
行って相
談したこ
と

相談できる

場所に行っ
て相談した

こと

電話相談
を利用し
たこと

162 77 72 33 8 2 15 3 1

100.0% 47.5% 44.4% 20.4% 4.9% 1.2% 9.3% 1.9% 0.6%

90 44 42 17 4 1 5 1 1

100.0% 48.9% 46.7% 18.9% 4.4% 1.1% 5.6% 1.1% 1.1%

44 18 20 9 1 0 6 0 0

100.0% 40.9% 45.5% 20.5% 2.3% 0.0% 13.6% 0.0% 0.0%

42 20 21 11 3 0 6 0 0

100.0% 47.6% 50.0% 26.2% 7.1% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0%

58 25 20 12 2 0 4 1 0

100.0% 43.1% 34.5% 20.7% 3.4% 0.0% 6.9% 1.7% 0.0%

62 32 31 10 3 2 5 2 1

100.0% 51.6% 50.0% 16.1% 4.8% 3.2% 8.1% 3.2% 1.6%

82 40 37 11 3 2 8 2 1

100.0% 48.8% 45.1% 13.4% 3.7% 2.4% 9.8% 2.4% 1.2%

80 37 35 22 5 0 7 1 0

100.0% 46.3% 43.8% 27.5% 6.3% 0.0% 8.8% 1.3% 0.0%

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 SNSやメー

ル相談など
を利用した

こと

同じような

経験をした
人に話して

みたこと

趣味の活
動に参加
したこと

時間が
たって状
況が変化
したこと

自分の努
力で乗り
こえたこ
と

その他 わからな
い、答え
られない

無回答 非該当

162 6 5 21 55 47 6 3 35 216

100.0% 3.7% 3.1% 13.0% 34.0% 29.0% 3.7% 1.9% 21.6%

90 5 3 10 28 30 4 0 22 134

100.0% 5.6% 3.3% 11.1% 31.1% 33.3% 4.4% 0.0% 24.4%

44 1 1 6 20 12 1 3 7 55

100.0% 2.3% 2.3% 13.6% 45.5% 27.3% 2.3% 6.8% 15.9%

42 2 2 6 18 13 0 1 10 79

100.0% 4.8% 4.8% 14.3% 42.9% 31.0% 0.0% 2.4% 23.8%

58 0 1 6 18 16 3 1 16 77

100.0% 0.0% 1.7% 10.3% 31.0% 27.6% 5.2% 1.7% 27.6%

62 4 2 9 19 18 3 1 9 60

100.0% 6.5% 3.2% 14.5% 30.6% 29.0% 4.8% 1.6% 14.5%

82 5 3 14 31 29 4 1 15 101

100.0% 6.1% 3.7% 17.1% 37.8% 35.4% 4.9% 1.2% 18.3%

80 1 2 7 24 18 2 2 20 111

100.0% 1.3% 2.5% 8.8% 30.0% 22.5% 2.5% 2.5% 25.0%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

全体

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

問19-2 改善したきっかけや改善に役立ったこと

全体

問19-2
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（４）こどもの権利の認知度 

問 20 「こどもの権利」についてお聞きします。「こどもの権利」とは、こどもが大人と同じく、一人の人間として持つ

権利であり、安心して生活できること、自由に意見を言ったり活動したりできることなどが含まれます。あな

たは、「こどもの権利」について知っていますか。（１つを選択） 

▼ 

結果概要  

“知っている“は４割弱を占める。 

 

こどもの権利の認知度については、「聞いたことがある」（37.8％）が最も多く、以下「少し知っている」

（33.9％）、「聞いたことがない」（22.2％）、「くわしく知っている」（4.5％）となっています。 

また、「くわしく知っている」と「少し知っている」をあわせた“知っている“は 38.4％となっています。 

学年別でみると、高校１年生では“知っている“の割合が５割弱を占め、他の学年より高くなっています。 

 

■こどもの権利の認知度（居住地・学年・性別）■ 

 

4.5

4.5

6.1

5.8

3.7

4.1

7.1

2.1

0.0

33.9

33.9

31.3

42.1

29.6

30.3

36.6

31.4

33.3

37.8

37.1

40.4

39.7

40.0

33.6

31.7

43.5

33.3

22.2

22.8

20.2

10.7

25.9

29.5

23.0

21.5

33.3

1.6

1.8

2.0

1.7

0.7

2.5

1.6

1.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=378）

富良野市（n=224）

富良野市以外（n=99）

高校１年生（n=121）

高校２年生（n=135）

高校３年生（n=122）

男性（n=183）

女性（n=191）

その他・答えたくない（n=3）

居
住

地
区

学
年

性
別

くわしく知っている 少し知っている 聞いたことがある 聞いたことがない 無回答

居

住

地

学

年

性

別
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（５）好きなこと 

問 21 あなたは、次のことが好きですか。（あてはまるものすべてを選択） 

▼ 

結果概要  

「音楽を聴くことや演奏すること」が第 1位となっている。 

 

好きなことについては、「音楽を聴くことや演奏すること」（85.2％）が第１位、次いで「映画やアニメーショ

ンを観ること」（78.0％）、「外遊びなど、体を動かすこと」（49.7％）、「スポーツの試合を観ること」

（48.9％）、「スポーツをすること」（44.7％）、「絵を描くことや観ること」（33.9％）、「本を読むことや読

み聞かせてもらうこと」（26.5％）、「ダンスをすること」（21.7％）などの順となっています。 

 

■好きなこと(全体)■ 

 
 

85.2

78.0

49.7

48.9

44.7

33.9

26.5

21.7

7.1

7.4

0.8

0.8

0 20 40 60 80 100

音楽を聴くことや演奏すること

映画やアニメーションを観ること

外遊びなど、体を動かすこと

スポーツの試合を観ること

スポーツをすること

絵を描くことや観ること

本を読むことや読み聞かせてもらうこと

ダンスをすること

図鑑などで何かを調べること

その他

あてはまるものはない

無回答

n=378 （%）
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■好きなこと（居住地・学年・性別、一位の数値に網掛け）■ 

 

合計 絵を描く
ことや観
ること

音楽を聴
くことや
演奏する
こと

ダンスを
すること

映画やアニ

メーション

を観ること

本を読むこ

とや読み聞

かせてもら

うこと

図鑑など
で何かを
調べるこ
と

外遊びな
ど、体を
動かすこ
と

スポーツ
をするこ
と

378 128 322 82 295 100 27 188 169

100.0% 33.9% 85.2% 21.7% 78.0% 26.5% 7.1% 49.7% 44.7%

224 75 190 49 176 59 17 113 98

100.0% 33.5% 84.8% 21.9% 78.6% 26.3% 7.6% 50.4% 43.8%

99 35 85 21 78 22 7 51 47

100.0% 35.4% 85.9% 21.2% 78.8% 22.2% 7.1% 51.5% 47.5%

121 42 106 20 99 34 4 52 54

100.0% 34.7% 87.6% 16.5% 81.8% 28.1% 3.3% 43.0% 44.6%

135 46 118 43 103 32 9 76 72

100.0% 34.1% 87.4% 31.9% 76.3% 23.7% 6.7% 56.3% 53.3%

122 40 98 19 93 34 14 60 43

100.0% 32.8% 80.3% 15.6% 76.2% 27.9% 11.5% 49.2% 35.2%

183 47 144 25 134 41 15 114 109

100.0% 25.7% 78.7% 13.7% 73.2% 22.4% 8.2% 62.3% 59.6%

191 78 175 57 158 58 12 71 57

100.0% 40.8% 91.6% 29.8% 82.7% 30.4% 6.3% 37.2% 29.8%

3 2 2 0 2 1 0 2 2
100.0% 66.7% 66.7% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 66.7% 66.7%

合計 スポーツ
の試合を
観ること

その他 あてはま
るものは
ない

無回答

378 185 28 3 3

100.0% 48.9% 7.4% 0.8% 0.8%

224 108 16 1 1

100.0% 48.2% 7.1% 0.4% 0.4%

99 52 8 1 2

100.0% 52.5% 8.1% 1.0% 2.0%

121 60 10 0 0

100.0% 49.6% 8.3% 0.0% 0.0%

135 77 8 2 1

100.0% 57.0% 5.9% 1.5% 0.7%

122 48 10 1 2

100.0% 39.3% 8.2% 0.8% 1.6%

183 103 18 2 3

100.0% 56.3% 9.8% 1.1% 1.6%

191 81 9 1 0

100.0% 42.4% 4.7% 0.5% 0.0%

3 0 1 0 0
100.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

問21

全体

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

問21 好きなこと

全体
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（６）文化芸術であったらよいと思うもの 

問 22 富良野市がもっと楽しくなるために、文化や芸術でこんなことがあったらいいなと思うことは何ですか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

▼ 

結果概要  

「映画やアニメを観られるイベント」が第１位となっている。 

 

文化芸術であったらよいと思うものについては、「映画やアニメを観られるイベント」（53.4％）が第１位、

次いで「音楽やダンスを楽しめるイベントや祭」（50.5％）、「プロのアーティストや演奏家が学校へ来てくれる」

（48.1％）、「友達と参加できる文化や芸術の体験」（25.4％）、「無料で参加の文化や芸術のイベント

が増える」（23.5％）、「外国の文化や芸術にふれられるイベント」（19.0％）、「文化ホールや博物館な

どに気軽に行ける」（15.6％）、「地元の自然や風景を使ったアートづくり」（11.9％）などの順となっていま

す。 

居住地別、学年別でみても、ほとんどの層で「映画やアニメを観られるイベント」が第１位となっていますが、

高校３年生では「音楽やダンスを楽しめるイベントや祭」が第１位となっています 

 

■文化芸術であったらよいと思うもの(全体)■ 

 
 

53.4

50.5

48.1

25.4

23.5

19.0

15.6

11.9

8.7

7.7

3.2

3.2

0 20 40 60

映画やアニメを観られるイベント

音楽やダンスを楽しめるイベントや祭

プロのアーティストや演奏家が学校へ来てくれる

友達と参加できる文化や芸術の体験

無料で参加の文化や芸術のイベントが増える

外国の文化や芸術にふれられるイベント

文化ホールや博物館などに気軽に行ける

地元の自然や風景を使ったアートづくり

自分の作品を発表できるイベント

家の近くで文化や芸術を体験できる場所

その他

無回答

n=378

（%）
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■文化芸術であったらよいと思うもの（年齢・性別、一位の数値に網掛け）■ 

 
 

 

合計 プロのアー

ティストや

演奏家が学

校へ来てく

れる

自分の作品

を発表でき

るイベント

友達と参加

できる文化

や芸術の体

験

音楽やダン

スを楽しめ

るイベント

や祭

映画やアニ

メを観られ

るイベント

地元の自然

や風景を

使ったアー

トづくり

文化ホール

や博物館な

どに気軽に

行ける

家の近くで

文化や芸術

を体験でき

る場所

378 182 33 96 191 202 45 59 29

100.0% 48.1% 8.7% 25.4% 50.5% 53.4% 11.9% 15.6% 7.7%

224 111 25 60 116 121 25 44 21

100.0% 49.6% 11.2% 26.8% 51.8% 54.0% 11.2% 19.6% 9.4%

99 43 4 25 50 56 15 11 6

100.0% 43.4% 4.0% 25.3% 50.5% 56.6% 15.2% 11.1% 6.1%

121 56 7 29 59 70 13 17 7

100.0% 46.3% 5.8% 24.0% 48.8% 57.9% 10.7% 14.0% 5.8%

135 73 14 37 73 80 19 22 10

100.0% 54.1% 10.4% 27.4% 54.1% 59.3% 14.1% 16.3% 7.4%

122 53 12 30 59 52 13 20 12

100.0% 43.4% 9.8% 24.6% 48.4% 42.6% 10.7% 16.4% 9.8%

183 87 22 49 88 97 20 32 17

100.0% 47.5% 12.0% 26.8% 48.1% 53.0% 10.9% 17.5% 9.3%

191 94 11 45 102 104 25 25 10

100.0% 49.2% 5.8% 23.6% 53.4% 54.5% 13.1% 13.1% 5.2%

3 0 0 1 1 1 0 1 2
100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 66.7%

合計 無料で参加

の文化や芸

術のイベン

トが増える

外国の文化

や芸術にふ

れられるイ

ベント

その他 無回答

378 89 72 12 12

100.0% 23.5% 19.0% 3.2% 3.2%

224 56 41 6 7

100.0% 25.0% 18.3% 2.7% 3.1%

99 25 22 4 3

100.0% 25.3% 22.2% 4.0% 3.0%

121 26 20 1 4

100.0% 21.5% 16.5% 0.8% 3.3%

135 29 31 6 4

100.0% 21.5% 23.0% 4.4% 3.0%

122 34 21 5 4

100.0% 27.9% 17.2% 4.1% 3.3%

183 44 29 9 8

100.0% 24.0% 15.8% 4.9% 4.4%

191 44 42 3 4

100.0% 23.0% 22.0% 1.6% 2.1%

3 1 1 0 0
100.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0%

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

問22 文化芸術であったらよいと思うもの

全体

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

問22 文化芸術であったらよいと思うもの

全体
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８ 富良野市に必要な取り組みについて 

（１）市が特に取り組むべきこと 

問 23 こどもや若者が希望をもてる富良野市となるために、富良野市が特に取り組むべきことは何だと思います

か。（あてはまるものすべてを選択） 

▼ 

結果概要  

「若者が自主的に活動できる場所や機会の充実」が第 1位となっている。 

 

市が特に取り組むべきことについては、「若者が自主的に活動できる場所や機会の充実」（52.4％）が第

１位、次いで「ひきこもり等の子ども・若者の支援の充実」（35.2％）、「学習・学び直しができる環境・機

会の充実」（32.8％）、「気軽に悩みを相談できる場所や機会の充実」（31.0％）、「就労に向けた相

談やサポート体制の充実」（27.5％）、「障がいのあるこども・若者の支援の充実」（27.0％）、「自然に

触れられる機会の充実」（25.7％）、「児童虐待防止に向けた取組の強化」（22.8％）、「地域における

見守りなど非行防止対策の充実」（14.6％）などの順となっています。なお、「特にない」は 7.4％でした。 

 

■市が特に取り組むべきこと（全体）■ 

 

52.4

35.2

32.8

31.0

27.5

27.0

25.7

22.8

14.6

10.6

3.4

7.4

2.6

0 20 40 60

若者が自主的に活動できる場所や機会の充実

ひきこもり等の子ども・若者の支援の充実

学習・学び直しができる環境・機会の充実

気軽に悩みを相談できる場所や機会の充実

就労に向けた相談やサポート体制の充実

障がいのあるこども・若者の支援の充実

自然に触れられる機会の充実

児童虐待防止に向けた取組の強化

地域における見守りなど非行防止対策の充実

不健全図書類等有害環境から青少年を守る取組の充実

その他

特にない

無回答

n=378
（%）
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■市が特に取り組むべきこと（居住地・学年・性別、一位の数値に網掛け）■ 

 

合計 気軽に悩み

を相談でき

る場所や機

会の充実

若者が自主

的に活動で

きる場所や

機会の充実

学習・学び

直しができ

る環境・機

会の充実

就労に向け

た相談やサ

ポート体制

の充実

ひきこもり

等の子ど

も・若者の

支援の充実

障がいのあ

るこども・

若者の支援

の充実

児童虐待防

止に向けた

取組の強化

不健全図書

類等有害環

境から青少

年を守る取

組の充実

378 117 198 124 104 133 102 86 40

100.0% 31.0% 52.4% 32.8% 27.5% 35.2% 27.0% 22.8% 10.6%

224 66 115 63 57 80 58 45 19

100.0% 29.5% 51.3% 28.1% 25.4% 35.7% 25.9% 20.1% 8.5%

99 31 50 38 30 32 29 28 14

100.0% 31.3% 50.5% 38.4% 30.3% 32.3% 29.3% 28.3% 14.1%

121 37 67 38 33 46 32 26 9

100.0% 30.6% 55.4% 31.4% 27.3% 38.0% 26.4% 21.5% 7.4%

135 48 72 51 41 45 41 34 17

100.0% 35.6% 53.3% 37.8% 30.4% 33.3% 30.4% 25.2% 12.6%

122 32 59 35 30 42 29 26 14

100.0% 26.2% 48.4% 28.7% 24.6% 34.4% 23.8% 21.3% 11.5%

183 52 99 59 50 67 40 36 24

100.0% 28.4% 54.1% 32.2% 27.3% 36.6% 21.9% 19.7% 13.1%

191 63 96 64 52 63 59 49 15

100.0% 33.0% 50.3% 33.5% 27.2% 33.0% 30.9% 25.7% 7.9%

3 2 2 1 2 2 2 1 1
100.0% 66.7% 66.7% 33.3% 66.7% 66.7% 66.7% 33.3% 33.3%

合計 地域におけ

る見守りな

ど非行防止

対策の充実

自然に触
れられる
機会の充
実

その他 特にない 無回答

378 55 97 13 28 10

100.0% 14.6% 25.7% 3.4% 7.4% 2.6%

224 30 50 11 20 7

100.0% 13.4% 22.3% 4.9% 8.9% 3.1%

99 17 32 2 7 3

100.0% 17.2% 32.3% 2.0% 7.1% 3.0%

121 12 32 5 4 4

100.0% 9.9% 26.4% 4.1% 3.3% 3.3%

135 23 36 2 10 3

100.0% 17.0% 26.7% 1.5% 7.4% 2.2%

122 20 29 6 14 3

100.0% 16.4% 23.8% 4.9% 11.5% 2.5%

183 29 49 8 14 8

100.0% 15.8% 26.8% 4.4% 7.7% 4.4%

191 25 46 3 13 2

100.0% 13.1% 24.1% 1.6% 6.8% 1.0%

3 1 2 2 1 0
100.0% 33.3% 66.7% 66.7% 33.3% 0.0%

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

性別 男性

女性

その他・答えたく
ない

問23 市が特に取り組むべきこと

全体

居住地 富良野市

富良野市以外

学年 高校１年生

高校２年生

高校３年生

問23 市が特に取り組むべきこと

全体


